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In this study, I setted target to Hexagrammos otakiis at spawning in Muroran, Hokkaido. I proposed optimal 

fishing pattern that the way we fish a large sized Hexagrammos otakii by analyzing logistic regression analysis.   

１．緒 言 

 釣りは，相手が魚であるがゆえに運の要素がある

ことは否定できない．しかし，魚も人間同様，特徴

や習性があり，行動パターンが存在する． 

 2018年の釣り人口は620万人，2019年の釣り人

口は 670万人と，1年で50万人増加している．コ

ロナ過の影響もあり，密にならない屋外レジャーと

して今後もさらに釣り人口の増加が予測される[1]．

その中で，近年，海のフィッシングトーナメントの

ターゲットとして盛り上がりを見せるのがロックフ

ィッシュ(岩礁帯に付く根魚)のアイナメ[2]である． 

 本論文では，そのアイナメを対象魚とし，今まで

思うように魚が釣れなかったり，大型の魚を釣りた

いけどなかなか釣ることができずに悩んでいる釣り

人が，どうすれば釣れるのか．大型の魚を狙って釣

れる確率を上げるための手助けとなる最適なパター

ンを考える． 

２．研究目的 

 「釣り」という自然だけが相手のレジャーにおい

て，必ずしも予想通りの釣果が得られるとは限らな

い．しかし，海況や気象状況，魚の特性などを理解

して釣りをすることで，格段に釣れる確率を上げる

ことができる． 

 今まで，何も考えずにただただ釣りをしていた

り，魚が釣れても何故釣れたのかを考えようとしな

かったが，これからは釣れる確率を上げ，さらに，

大型の魚を意図して釣りたいと考える釣り人の手助

けとなる情報提供を目的とする． 

３．解析方法 

本章では，多変量解析についての概要を示した上

で，本研究で用いるロジスティック回帰分析の概要

を示す． 

3. 1 多変量解析 

 多変量解析とは，複数の変数に関するデータをも

とに，変数間の相互関係を分析する統計的手法の総

称である[3]．その中から，本研究に用いた手法を紹

介する． 

3. 2 ロジスティック回帰分析[4] 

 ロジスティック回帰分析とは，ある事象が発生す

る確率を目的とし，現象の発生を説明する説明変数

群との関係が下記の式によって表されるものであ

る． 

𝑦 =
1

1 + exp[−(𝑎 + 𝑏1𝑥1+ 𝑏2𝑥2+ ⋯+𝑏𝑖𝑥 𝑖
)]
 

 

 上記の式において、𝑦は目的変数，𝑥 𝑖は説明変

数，𝑎は定数項，ꞵ
𝑖
は偏回帰係数を意味する．また，

𝑦が 1 に近いほどその事象が起きる確率は高くな

る．現象が起こったか否かと説明変数の値が明らか

になっているデータを分析し，上記の式に含まれる

回帰係数を求めることで，説明変数の各因子の影響

と目的変数の発生確率の関係を知ることができる． 

４．ロジスティック回帰分析を用いた解析 

 本研究では，実際に自身の釣行を記録したデータ

を，統計処理ソフト JUSE-StatWorksで解析をかけら

れるように，Microsoft Excelにまとめ，ロジスティ

ック回帰分析による50UP(50cm 以上)の有無に影響

を与えるパターンの解析を行い，その結果が50UP

の有無にどのように影響しているのかを示す． 

 目的変数には，2値データによる 50UPの有無

(50cm 以上:有，50cm 未満:無)を設定した．また，説

明変数の候補には，日付，時刻，気温，水温，潮，

天候，海況，光量，ヒットゾーン，ルアーを設定

し，変数選択を行った．変数選択の結果を表 4.1に

示す． 



  

   

 

      表 4.1 変数選択結果 

 

表 4.1が示すように，水温が選択されているが,そ

の水温がどのように影響しているかを図4.1のよう

な判別グラフが示された． 

   

       図 4.1 水温による判別グラフ 

 解析結果より，産卵期の大型のアイナメを狙うに

あたって11℃前後の水温で釣りをすることが魚数を

釣っていく中で大型を混ぜていく最適な水温である

と考える． 

 潮と海況は，小潮と荒の偏回帰係数が一番高くな

っていることから，小潮の荒れている状況で釣りを

することが50cm以上のアイナメを釣るために最適

な状況下であると考える． 

 ヒットゾーンは，足下(壁際)の偏回帰係数が一番

高くなっていることから，フラットやシモリ(ブレイ

ク)といった自分の立ち位置から遠いスポットではな

く，一番近い足下(壁際)を探ることが50cm以上の

アイナメを釣るために最適なアプローチであると考

える． 

 ルアーは，リングマックス3inch(青イソメ)の偏回

帰係数が一番高く，ミルフル3.3inch(赤イソメ,パー

ルシラス,青イソメ)の偏回帰係数も高いことから，

リングマックス3inch(青イソメ)，もしくは,ミルフ

ル 3.3inch(オキアミ)以外のミルフル3.3inchを使用

して釣りをすることが大型のアイナメを釣るための

最適なルアーであると考える． 

 以上のことから，産卵期の大型のアイナメを狙う

にあたって，水温が10℃から12℃であり，小潮の

潮回りで荒れている状況の足下(壁際)に，リングマ

ックス 3inch(青イソメ)，もしくは，ミルフル

3.3inch(オキアミ)以外のミルフル3.3inchをアプロ

ーチすることが最適であると考える． 

５．結 言 

 様々な状況下で釣りをする中で，海況や気象状

況，魚の特徴や習性を理解した上で釣りをすること

によって，釣れる確率を格段に上げることができ

る．釣り人口が増加傾向にある今，魚が釣れないこ

とには釣りに魅力を感じなくなり，人が離れて行っ

てしまう．そうならないためにも，多くの人に釣り

の面白さを体感してほしい． 

 本研究の結果は，無限にあるパターンの 1つであ

り，この結果が全ての釣りにおいて通用するわけで

はない．しかし，産卵期におけるアイナメのパター

ンとしては，今までよりも魚を釣りたいと考える釣

り人や，釣った経験が無く，これから大型の魚を狙

って釣りたいと考える釣り人のフィッシングライフ

に役立つと考えられる． 
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       表 4.1 ロジスティック回帰分析 変数選択結果 
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